








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































生活原版にどのような影響を及ぼしていたのかを終認することがお一嬰でゐる。そうして、大阪向入学 伝統がいかにして近現代の関間企業家精神の雌史的基殺たりえたかを問題とし、現代 も生寺てい 妓徳九五の学問 特質を多角的に究明 なければならな 。それはまたっ関凶復権」 的指標 確定することにもなる う。その意味に
、ζ行MM
いまや懐徳蛍学設関門の秋が到来しているように思われる。
おいて、
〔参考文献〕大阪大学編『俊徳堂の過去と現夜』(昭和五十四年)。間内紛『大級の尚子関懐徳堂・巡数
i』(昭和五十五年)。宮本又次『大阪文化史論』(昭和五十四年)。
同『大阪経済文化史談義』(昭和双十五年)。米中務夫「侠徳蛍尚子派の人々大坂実学の主張!」(相災
PIjほか一総『江戸の思想家たち』(下巻)・昭和五十四
年)。小刻一正 山中浩之・加地仲行・井上明大『中井竹山・中井股粁』(昭和五十五年)。作巡洋太郎「懐徳堂と巡一紘一
i'阿部大阪の実学の伝統|」(吋週刊
東洋経済』第四二五八号 昭和五十五年)。
(さくどうようたろう
大阪大学絞済学部)
近世大飯田]入学の系綴と特質59 
